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2006年秋冬　
ユニクロのグローバル商品開発

勝田　幸宏
株式会社ユニクロ
Ｒ＆Ｄ担当執行役員
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世界各国別
編集・マーチャン
ダイズ

店舗規模別
（コンセプト別）
店舗地域別へ展開

本社各機能
生産各社
取引先
グループ各社

デザイン 編集コンセプト
作り

・全社からのフィードバッ
　ク
・世界各地から最新の　
　情報を収集

販　売
国内　約720店舗

海外　約30店舗

ユニクロ グローバル商品開発の流れ

UNIQLO Design Studio （NY）
を中心に、パリ、ミラノ、
東京4局体制のR&D センター

情報収集

・NYデザイン・オフィス・
　インク中心によるコン
　セプト作り

・グローバルR&Dデザイ
　ナー達による圧倒的な
　商品提案量・開発量

・圧倒的量の商品提案
　から最高の商品編集
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ユニクロ ２００６年秋冬のテーマ

「部品(商品)」×「組み合わせ(コーディネート)」×「着る人の個性」

～あなたを自由にする。

服を着る人の喜びが生まれる
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ユニクロ ２００６年秋冬商品の特徴

●「スキニージーンズ」を代表とする、先進のコンセプト　
　　を取り入れたユニクロ独自開発の商品

●「デザイナーズ・インビテーション・プロジェクト」のような
　　新しい取り組みによって開発した商品　　　　　・・・etc

単品訴求から、トータルコーディネートへ


